
内野  嘉広   

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

 

１ 農業大学校跡地活用及び跡地周辺の整備について 
（15 分） 

 

農業大学校跡地については、今年度、県による環境影響評価（環

境アセスメント）が実施され、市も都市計画変更等の市街化区域へ

の編入に向けた手続きを進めながら、これから具体的に企業誘致等

が動いていくものと思われます。 

跡地周辺の整備についても、都市計画道路川越鶴ヶ島線の用地買

収が進められ、下水道整備についても、太田ヶ谷地区を通過して、

南西部土地区画整理地内に向けての本管の布設が計画されており、

跡地活用に併せて事業が進められております。 

これまで農業大学校跡地活用と周辺の整備については、鶴ヶ島市

総合計画のリーディングプロジェクトの１つである「水土里の交流

圏の構築」として位置づけられ、前藤縄市政の最重要施策として取

り組まれてきました。 

新たに齊藤市長に替わられ、このビッグプロジェクトがより一層

バランスのある発展性をもって、地元地域や鶴ヶ島市全体にとって

有益なものになるよう期待しております。 

新市長を迎え、これまでの様々な経緯を踏まえ、農業大学校跡地

活用及び跡地周辺の整備について、以下質問いたします。 

 

（１）農業大学校跡地活用等に関する齊藤新市長の考え方について 

（２）農業大学校跡地活用の進捗状況について 

（３）都市計画道路等の周辺インフラ整備の進捗について 
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内野  嘉広   

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

 

２ 一本松駅のバリアフリー化及び南口駅前広場の整備 

について                （30分） 
 

 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（通称バ

リアフリー新法）による「移動等円滑化の促進に関する基本方針」

により、駅乗降者数 3,000人以上の駅を対象に、平成 32年度まで

にエレベーター設置等の段差解消や障害者対応トイレの設置等の

バリアフリー化の整備が鉄道事業者に義務づけられております。 

東武越生線一本松駅は、平成２７年度１日平均乗降者数 4,156 

人であることから、バリアフリー化の整備対象駅になっており、平 

成 32 年度までに、バリアフリー化を整備することになります。 

現在の一本松駅は北側の改札口のみの状況であり、バリアフリー

化を行うには、現在の改札口の階段部分のスロープ化やエレベータ

ー設置のため、ホーム間をつなぐ跨線橋の改修及びホームの拡幅な

ど、大規模な駅舎の改修が必要になると想定されます。 

また、将来的な二重投資を防ぐ上で、バリアフリー化に併せて、

南口の開設を含めた橋上化自由通路設置など南北をつなぐ整備手

法についても考えていく必要があります。 

 私は、平成 23 年 9月議会で、この一本松駅のバリアフリー化に 

について、長期的な視点に立った財政的な対応の必要性、駅舎の現 

状を踏まえた南北をつなぐ整備案など、いくつかの提案を含めた質 

問をさせていただきました。 

 整備が義務づけられている平成 32 年度まで、残すところ 3 年に

なります。 

駅舎の大規模改修、さらには南口駅前広場の整備などを考える

と、財政面も含め、事業化に向けた具体的な整備方針をもって、鉄

道事業者と協議を進めていかなければならない時期に来ているも

のと思われます。 

藤縄前市長から齊藤新市長に替わり、新たな考え方のもと、一本

松駅の整備に取り組まれることと思いますが、こうしたことを踏ま

えて、これからどのように整備を進めていかれるのか、以下質問を

いたします。 

 

（１）一本松駅の整備に関する齊藤新市長の考え方について 

（２）鉄道事業者との協議状況について 

（３）具体的なバリアフリー化整備について 

（４）ホーム拡幅の必要性について 

（５）南口の開設と現北口の取扱いについて 

（６）南口駅前広場の整備について 

 

 

 

市   長 
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３ 台風やゲリラ豪雨時における水害対策について 
                      （15分） 
 

 今年 10 月 22 日、29 日に２週続けて、季節はずれの台風が関東

地方を直撃しました。特に 22 日は、超大型の台風であり、本市に

おいても、数箇所で冠水が発生したと聞いております。 

 この日は、衆議院議員総選挙及び市議会議員補欠選挙の投・開票

日と重なったことから、市職員は、休日にもかかわらず、昼夜を問

わずの対応となりました。不眠不休の対応に対して、心から感謝申

し上げます。 

太田ヶ谷地区と南町境の大谷川においても、冠水の一歩手前まで

水位が上昇し、前回の９月議会で一般質問をさせていただいた大量

繁茂した葦について、市が迅速に伐採等の対応していただいたこと

により、冠水に至らず、事なきを得たことについても、併せて感謝

申し上げます。 

自然災害の多い日本において、本市は、比較的自然災害に強い地

域と言われております。しかしながら、このような台風や昨今増加

傾向にあるゲリラ豪雨などに際して、冠水等の水害が発生するおそ

れのある地区があるのも事実です。 

より自然災害に強い地域にしていくために、こうした台風やゲリ

ラ豪雨時における水害対策について、以下質問いたします。 

 

（１）10月の 2 週続けての台風による水害について 

（２）水害発生箇所における今後の水害対策について 
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